
開催日時　平成25年 2 月 6 日（水）
　　　　　13：30～16：30
開催場所　兵庫県中央労働センター　201会議室
参加者数　32名・参加企業数　26社

概　　要
「リスクアセスメント研修会」
講師：新谷　隆司

中央労働災害防止協会近畿安全衛生サービ
スセンター安全管理士

講義 1「リスクアセスメントの概要と危険性又は
有害性の特定」

ケガや疾病を生じさせるものである「危険性又
は有害性（ハザード）」がまず存在して、そこに
人が接することで「リスク」となることが述べら
れました。危険性又は有害性を特定する練習問題
をしていただきました。

講義 2「リスクの見積もり」
リスクを数値化して見積もる手法の説明と演習
がされました。危険な状態となる「頻度」、ケガ
をする「可能性」、どの程度のケガとなるかの「重
大性」にそれぞれ点数をつけて合計する方法で、
点数が高いほどリスクが高いことになります。

講義 3「リスクの低減対策の検討」
見積もったリスクへの対策として、本質的対策、
工学的対策、管理的対策、個人用保護具の使用が
紹介され、本質的対策と工学的対策の推奨が説明
されました。練習問題で対策措置を参加者に考え
ていただきました。

平成24年度も産業廃棄物処理業における労働安全衛生推進研修会を平成25年 2 月 6 日（水）に開催しま
した。この度は一歩踏み込んで「リスクアセスメント研修会」として、リスクアセスメントの講義と、例
題や練習問題を用いた演習を行いました。その開催内容は次のとおりです。

平成24年度 産業廃棄物処理業における平成24年度 産業廃棄物処理業における
労働安全衛生推進研修会　開催結果労働安全衛生推進研修会　開催結果

【リスクレベルと低減対策の優先度】

【演習に取り組む参加者たち】

【「危険性又は有害性」と「リスク」の違い】

【推奨される低減対策】
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研修会の終了時、労働安全衛生活動や当日の内容についてのアンケート調査を行い、参加者にお答えいただきました。
その集計結果は以下の通りです。
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